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夏
休
み
陶
芸
教
室

23
日
か
ら
開
催

壱
岐
國
の
里

「
夏
☆
夢
☆
祭
」

清
石
浜
海
水
浴
場
で

海
の
日
イ
ベ
ン
ト

市
内
２
校
で
安
全
教
室
開
く

壱
岐
海
上
保
安
署

21
日
午
後
６
時
半
開
演

夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
猿
岩

作品に見入るセレモニー参加者

署員の指導で救命胴衣を付けプールで浮く児童たち

そうめん早食い競争をする子供たち

「私の八月十五日展」始まる
８月５日まで128点を公開

一支国博物館・第 10 回特別企画展

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
（
須

藤
正
人
館
長
）
の
第
10
回
特
別

企
画
展
「
私
の
八
月
十
五
日

展
」
13
日
か
ら
博
物
館
１
階
の

テ
ー
マ
展
示
室
で
始
ま
っ
た
。

会
期
は
８
月
５
日
ま
で
で
入
場

は
無
料
。

　
展
覧
会
初
日
に
は
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
、
多

く
の
来
賓
ら
が
心
に
迫
る
作
家

た
ち
の
作
品
に
見
入
っ
て
い

た
。

　
日
本
漫
画
事
務
局
に
「
八
月

十
五
日
の
会
」
に
参
加
す
る
漫

画
家
・
作
家
総
勢
１
２
７
人

が
、
自
身
の
昭
和
20
年
の
「
そ

の
日
」
の
記
憶
を
、
イ
ラ
ス
ト

や
絵
手
紙
で
紹
介
す
る
展
覧
会

で
、
こ
の
展
覧
会
で
は
、
同
会

の
代
表
を
務
め
る
森
田
拳
次
を

は
じ
め
、
水
木
し
げ
る
、
手
塚

治
虫
、
赤
塚
不
二
夫
ら
の
作
品

１
２
８
点
が
公
開
さ
れ
て
お

り
、
作
家
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
日

を
ど
こ
で
何
を
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
想
い
を
抱
き
過
ご
し

た
の
か
。
ど
の
作
品
に
も
不

戦
や
平
和
に
対
す
る
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

見
ご
た
え
の
あ
る
展
覧
会
と

な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　
同
博
物
館
の
広
報
担
当
・
松

嶋
麻
美
さ
ん
は
「
ぜ
ひ
多
く
の

方
た
ち
に
鑑
賞
し
て
頂
き
、
世

代
を
超
え
て
求
め
続
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
恒
久
平
和
や

不
戦
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
」
な
ど

と
話
し
た
。

　
関
連
講
座
と
し
て
、
展
覧
会

期
間
中
の
22
日
午
後
２
時
か
ら

２
時
間
、
３
階
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
、
日
本
漫
画
協
会
参
与
で

元
和
光
大
学
教
授
の
石
子
順
さ

ん
に
よ
る
講
演
が
「
私
の
八
月

十
五
日
と
漫
画
」
の
テ
ー
マ
で

行
わ
れ
る
。
受
講
は
無
料
。

　
来
月
5
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
同
展
は
、
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
で
同
8
日
か
ら
９
月
２

日
ま
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
市
商
工
会
青
年
部
芦
辺
支
部

主
催
の
海
の
日
イ
ベ
ン
ト
「
夏

☆
夢
☆
祭
」
が
「
海

の
日
」
の
16
日
、

芦
辺
町
、
清
石

浜
海
水
浴
場
で

開
か
れ
、
梅
雨

末
期
の
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
海
の
シ
ー

ズ
ン
到
来
を
待

ち
か
ね
た
市
民

ら
多
数
が
来
場

し
た
。

　
雨
の
影
響
な

ど
で
遅
れ
て
の

開
催
と
な
っ
た

が
、
徐
々
に
天
候
が
回
復
、
時

間
と
と
も
に
水
着
に
着
替
え
浮

き
袋
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
ら
が
来
場
、
速
飲
み
・

速
食
い
競
争
に
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
出
場
、
強
い
雨
を

も
の
と
も
せ
ず
楽
し
ん
で
い

た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
（
峯
金
志

署
長
）
の
「
海
上
安
全
教
室
」

が
11
日
に
芦
辺
町
、
八
幡
小
学

校
、
13
日
に
郷
ノ
浦
町
、
三
島

小
学
校
原
島
分
校
で
開
か
れ
た
。

　
本
格
的
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
夏
休
み
を
目

前
に
し
た
児
童
を
対
象
に
、
海
難

事
故
の
防
止
に
つ
い
て
の
海
上
安

全
教
室
を
、
海
の
シ
ー
ズ
ン
を
安

全
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
―
な
ど

と
実
施
さ
れ
た
。

　
原
島
分
校
で
は
、
三
島
小
学

校
の
全
児
童
27
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
梅
雨
末
期
の
激
し
い

雨
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
ロ

ビ
ー
で
同
保
安
署
の
署
員
３
人

を
講
師
に
海
で
遊
ぶ
際
の
注
意

事
項
や
安
全
対
策
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の

仕
方
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
い
な

が
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
プ
ー

ル
で
救
助
方
法
な
ど
の
実
地
指

導
が
あ
っ
た
。

　
プ
ー
ル
で
は
、
お
ぼ
れ
た
人

を
発
見
し
た
り
、
一
緒
に
遊
び

に
来
た
友
達
が
お
ぼ
れ
た
際

は
、
大
声
で
近
く
に
い
る
大
人

に
知
ら
せ
る
か
、
海
の
緊
急
通

報
「
１
１
８
」
を
使
う
な
ど
し

て
、
子
ど
も
だ
け
で
助
け
な

い
。
ま
た
溺
れ
た
ら
浮
い
て
お

く
こ
と
が
肝
心
な
こ
と
か
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
少
し
水
を
入

れ
て
投
げ
て
も
ら
い
、
浮
き
輪

の
代
わ
り
に
す
る
な
ど
の
救
命

方
法
を
学
ん
だ
。

　
救
命
講
習
を
手
伝
っ
た
５
年

生
・
德
島
愛
さ
ん
は
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
人
が
浮
い
て
い
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
救
助
は
、

自
分
た
ち
が
２
次
災
害
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
大
人
の

人
を
大
声
で
呼
ん
で
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　
壱
岐
島
活
性
化
集
団
・
チ
ー

ム
防
人
（
中
山
忠
治
代
表
）
主

催
の
「
海
の
日
協
賛
＆
震
災
復

興
応
援
イ
ベ
ン
ト
」
「
夕
焼
け

コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
猿
岩
」
が
今

年
も
21
日
午
後
６
時
半
（
開

演
）
か
ら
、
郷
ノ
浦
町
、
猿
岩

駐
車
場
で
開
か
れ
る
。

　
島
随
一
の
観
光
名
所
、
奇

岩
・
猿
岩
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、

観
光
客
の
誘
致
、
島
と
音
楽
を

愛
し
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
と

の
交
流
を
目
指
し
、
島
の
主
要

産
業
の
観
光
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
と
お
も
て
な
し
の
心
あ
ふ

れ
る
島
に
な
る
こ
と
を
願
い
開

か
れ
る
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年

で
３
回
目
。

　
今
回
は
、
壱
岐
商
業
高
校
の

壱
州
荒
海
太
鼓
部
、
二
胡
の
演

奏
で
壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
の
キ
ャ
ス

タ
ー
・
石
原
敬
子
さ
ん
、
ギ
タ
ー

と
ボ
ー
カ
ル
の
「
イ
ン
ス
タ
ン

ツ
」、
オ
カ
リ
ナ
・
フ
ル
ー
ト
・

ギ
タ
ー
の
「
夏
み
か
ん
」、
「
徳

力
の
お
ん
ち
ゃ
ん
」
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ギ

タ
ー
の
演
奏
な
ど
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
入
場
は
無
料
で
、
雨
天
の
場

合
は
中
止
に
な
る
。

本
市
高
校
生
を

対
象
に
募
集

壱
岐
活
き
応
援
隊

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復

興
支
援
活
動
を
す
る
第
６
次
長

崎
壱
岐
活
き
応
援
隊
員
が
本
市

の
壱
岐
・
壱
岐
商
業
両
高
校
生

を
対
象
に
今
日
20
日
ま
で
募
集

さ
れ
て
い
る
。

　
募
集
は
、
両
高
校
で
20
人
程
度

（
女
生
徒
に
は
女
性
の
添
乗
が
つ

く
）
で
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
６

日
間
（
活
動
２
日
間
）。

派
遣
先
は
宮
城
県
南
三
陸
町
で
、

宿
泊
は
現
地
ホ
テ
ル
。
費
用
は
、

交
通
費
、
宿
泊
費
は
全
て
県
、
市

が
負
担
。
個
人
負
担
は
食
費
と
個

人
の
消
耗
品
に
関
す
る
費
用
。

　
活
動
内
容
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
指
示
に
よ
る
も

の
で
、
申
し
込
み
に
は
担
任
教

師
の
応
募
用
紙
へ
の
記
入
が
必

要
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く
は

壱
岐
島
活
性
化
集
団
・
チ
ー
ム

防
人
・
中
山
忠
治
代
表
（
電
話

47
―
１
７
９
８
、
携
帯
０
９
０

―
３
０
７
０
―
０
１
２
４
）
へ
。

　
郷
ノ
浦
町
、
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
・
壱
岐
國
の
里
は
23
日
か

ら
来
月
８
日
ま
で
、
夏
休
み
の

思
い
出
、
宿
題
制
作
に
と
毎
年

好
評
の
「
夏
休
み
陶
芸
教
室
」

を
開
催
す
る
。

　
同
陶
芸
教
室
は
▽
手
び
ね
り

（
好
き
な
形
に
作
る
コ
ー
ス
）

１
人
５
０
０
㌘
９
０
０
円
▽
楽

焼
（
で
き
た
素
焼
き
に
絵
を
つ

け
る
コ
ー
ス
）
５
０
０
円
か
ら

２
０
０
０
円
（
消
費
税
込
）
が

あ
る
。
詳
し
く
は
壱
岐
國
の

里
・
小
畑
さ
ん
（
電
話
48
―

０
０
８
０
）
へ
。


